
 

 

 

 

会 議 要 旨 録 

会議名 令和３年度 第１回三郷市男女共同参画審議会 

開催日時 令和３年５月２１日（金）１０時開会 

開催場所 三郷市役所 本庁舎６階 第１委員会室 

出席者名 

 

 

 

傍聴者 

橋爪会長、稲毛副会長、滝沢委員、大内委員、恩田委員、石崎委員 

閑田委員、浅賀委員 

（欠席：神永委員、森委員） 

 

1 名 

事務局職員 島村総務部長、若林人権・男女共同参画課長、豊田主幹、藤本主事 

１ 開会 

（１）委嘱書交付式 

２ 議題 

（１）令和２年度男女共同参画推進事業報告について 

（２）令和３年度男女共同参画推進事業計画（案）について 

（３）その他 

３ 閉会 
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 会議の成立について報告します。審議会は、委員の過半数の出席が

要件となっております。本日は、委員８名出席ですので、会議の成立

を報告させていただきます。 

 

（傍聴人入場） 

 

 議事に入ります。 

 議題（１）令和２年度男女共同参画推進事業報告について、事務局

から説明をお願いします。 

 

資料に基づいて説明。 

 

 質疑やご意見等伺いたいと思います。いかがでしょうか。 

 

コロナ禍に入ってから、ＤＶ相談が増えているという報道がありま

すが、三郷市でも新型コロナの影響と思われる特徴的なことがあれば

教えていただきたい。 

 

コロナ禍の影響が考えられることとして、令和２年度は経済的ＤＶ

に関する相談が多かったと思います。また、特別定額給付金制度があ

りましたので、それに関連した相談や問い合わせもありました。世帯

主への給付という制度でしたが、ＤＶのために避難したかたについて

は、関係課で連絡を取り、居所での給付手続きを支援いたしました。

しかし、生計を共にしているが、必要なお金を十分にもらえない、と

いう主訴の相談があり、給付金制度では、生計を共にしている場合は

世帯主以外のかたへの給付が難しかったため、その場合は、女性相談

や必要な支援につなげるように配慮しました。 

 

 啓発事業について、マンパワーが少ない部署では、発信機会を増や

すことが難しいと思います。他の部署など他の関係機関などと一緒に

情報発信ができた、というようなものがあれば教えていただきたい。 

 

 新型コロナウイルス感染症流行の影響のため、情報発信の充実につ

いて、いろいろなイベントなどが中止となり、難しい面がありました。

三郷中央におどりプラザ内の男女共同参画情報コーナーでは、危機管

理防災課の協力を得て、防災に関するリーフレット等を新たに配架す

ることができました。また、商工観光課主催の就労支援セミナー等に

おいて、労働相談等の相談窓口情報も含めたリーフレット等を配付す

ることができました。 
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 第 5 次みさと男女共同参画プランに関係機関との連携や情報発信の

充実を掲げているため、今後も充実させたいと思います。 

 

 昨年度から配偶者暴力相談支援センター事業が始まりましたが、開

始してよかったことなどがあれば教えてください。 

 

 配偶者暴力相談支援センター事業が開始されるまでは、相談者の状

況により、18 歳未満のお子さんがいるかたは子ども支援課、65 歳以上

のかたは長寿いきがい課、単身女性のかたは人権・男女共同参画課で

担当するというように、入口のところで振り分けていましたが、セン

ター事業開始後は、主訴がＤＶのかたは、すべて配偶者暴力相談支援

センターで対応することになったため、相談するかたも電話を取り次

ぐかたも分かりやすくなったと思います。ＤＶ相談専用の直通電話に

相談者のかたから電話が入る様にもなってきています。 

  

他に何かご意見ございますでしょうか。 

ないようでしたら委員の承認に移ります。議題（1）について、承認

いただける方は挙手をお願いいたします。 

 

（全員挙手） 

 

挙手の承認をいただきました。 

次に、議題（２）令和３年度男女共同参画推進事業計画（案） 

について、事務局から説明をお願いします。 

 

資料に基づいて説明 

 

質疑やご意見等伺いたいと思います。いかがでしょうか。 

 

 啓発事業について、中学生向けの啓発活動について、性別欄は任意

と伺いました。変化を比較するためには、この学年はこういう考え、

と性別に関係なく比較したほうがいいのか、戸籍上の男子女子という

ことで集計した方がいいのか、啓発する内容は、性別関係なく行うも

のでよいのか、そういう点ではいかがでしょうか。 

  

チェックリストの性別欄の記入は、任意として考えています。また、

記入の仕方も指定せず、よろしければご回答ください、というような

表現で考えており、その他のような選択肢も考えています。 

現在の中学 3年生については、比較という意味では、中学 1年生の

ときにとったチェックシートには性別欄がなかったので、必ずしも性
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別欄がなくても良いと思いますが、回答に際しては、自分が思う性別

で回答していただこうと思っています。 

 

アンケートへの性別についての回答は、違和感を感じる人が一定数

いるという認識です。近年では、回答を強制しない事が多く、性別の

回答は任意の方がいいと思います。 

学校でも、以前は生徒名簿に性別が記載されていましたが、現在は

性別欄がありません。記入は任意にして、疑問を感じずに答える人は

〇をつけると思いますし、答えたくない人は答えなくていいという余

地を残した方がいいと思います。 

女性の進出関係や意識の男女差を比較する場合や統計上必要な場合

は性別の記載欄が必要だと思います。 

 

性別欄が全くないと、男女差が見えず、回答の傾向が見えなくなっ

てしまうことがあると思います。しかし、性別欄への記入に違和感を

感じるかたへの配慮というのは絶対に必要だと思います。任意回答と

するのがよいと思います。 

 

今の学生は、中学校とか高校時代などに、身近に性別に違和感を感

じている人がいた、友達にいた、漫画で見て知っている、というよう

に、身近に感じたり興味を持っている人も増え、学生の認識も変わっ

てきていると思います。性別の回答は任意にすれば、自分の判断で記

入できると思います。 

 

性別欄については、回答したい人が自分が思う答えを書く、という

ことがよさそうですね。 

 

デートＤＶの啓発について、学生の反応などはいかがでしたでしょ

うか。 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により、デートＤＶ防止啓発講座

の開催は難しかったため、資料の配布へご協力いただきました。 

前回、講座を開催した高校では、熱心に聴いている生徒もいました。

令和 2年度は、新型コロナウイルス感染症による休校などもあったた

め、講座の開催は難しかった状況でしたが、今年度は状況をみて、他

の高校へも打診しようと思います。 

 

におどりプラザの啓発コーナーには、配偶者暴力相談支援センター

のリーフレットなどは置いてあるのでしょうか。また、虐待の通報の

「１８９」などの周知カードのようなものは置いてあるのでしょうか。 
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配偶者暴力相談支援センターのリーフレットとカードは配架してい

ます。児童虐待に関しては、リーフレットは置いていますが、「１８９」

のカードは置いていません。担当課へ確認します。子育て全般に関す

る情報誌として子育てガイドブックは配架しており、適宜補充してい

ます。 

 

職員研修会を実施されたということでしたが、男性の育児休業に関

する内容については、参加者のかたの反応はいかがでしたでしょうか。 

 

第 5 次みさと男女共同参画プランの評価指標に男性職員の育児休業

取得率を新たな項目として入れました。指標として入れるかどうかを

専門部会で意見集約した際、育休を取りたいと思っている男性職員も

いるが、職場の繁忙期や他の職員へ仕事の負担がかかり迷惑をかけて

しまうのではないか、という配慮もあり、言い出しにくいと思ってし

まう、という話しがありました。 

以前は、育休を取得する職員が少なかったのですが、最近では育児

時間も含め、取得する職員も増えています。 

管理職の職員も、自身の子育て期に育休の制度がなかった年代と思

われ、本当は取りたかったと思っている職員もいたようです 

職場の環境として、育児も介護も、家族に何かあるときは一定期間

休むことができるような環境となるよう、取り組みを続けていきたい

と思います。 

 

管理職の方の反応はいかがだったのでしょうか。 

 

管理職の立場としては、新型コロナウイルスワクチン接種も始まり、

通常業務以外の業務が増え、業務量のコントロールをしながら、休暇

の取得促進という相反するような調整に苦慮している、という意見も

ありました。また、仕事を係などのチームで共有するなどの工夫をし

て、負担の偏りや過重にならない配慮をしていきたい、というような

意見もありました。 

 

啓発講座について、必ずしも学校などのどこかへ行って実施する方

法だけではなく、オンラインでの実施なども行ってみてはいかがでし

ょうか。個人向けやオンラインで参加できるのも、人によってはあり

がたいのではないでしょうか。移動せずに参加できるので、家を長時

間空けられない方や移動に不安があるかたなども参加しやすいと思い

ます。 
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いろいろなツールもでてきているため、今後情報提供の方法等、検

討していきたいと思います。また、新型コロナウイルス感染症の流行

状況等をみながら、実際に顔を会わせて実施すると、生徒のリアクシ

ョンなどが分かる良い点もあるため、状況や方法を検討しながら啓発

活動を進めていきたいと思います。 

 

 

質問等ないようでしたら、委員の承認に移ります。 

議題（２）令和３年度男女共同参画推進事業計画（案）について、

承認いただける方は挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

挙手の承認をいただきました。 

次に、議題（３）その他について、事務局から説明をお願いいたし

ます。 

 

第 5 次みさと男女共同参画プラン策定にあたり、ご協力をいただき

まして、ありがとうございました。第 8期としての審議会は今回が最

後となります。今まで、男女共同参画施策についてご審議いただき、

ありがとうございました。 

 

以上で審議を終了いたします。 

【会議録署名】 

 

令和  年  月  日          令和  年  月  日 
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